
GitLabと
AIコードエディタを活用し
アプリケーション
モダナイズを加速

老朽化した複雑なシステムでDX
推進が阻害され、技術者のスキ
ル停滞やモチベーション低下も
課題だった

古いスパゲッティ状態のシステム群からDevSecOpsへと大きく転換
AIコードエディタとGitLab Duoを役割分担させ、AI同士を連動
Markdown形式のAPI仕様書などで品質を均質化

業種
総合化学メーカー 

規模
単体約7,000人 
グループ約48,000人

本拠地
東京都中央区

ソリューション
GitLab Ultimate/ 
GitLab Duo Enterprise

東レ株式会社は、繊維や機能化成品、炭素繊維などを提供する素材メー
カー。2026年に創業100周年を迎え、売上高2兆5000億円、グロー
バルの従業員数約5万人を誇ります。UNIQLOの「ヒートテック」や
ボーイング「787」の機体材料など、私たちの身近な製品にも、その
素材が利用されています。
同社は、情報システムに課題を抱えていました。50年前から稼働す
るホストコンピュータや、導入から20年以上経過したERP、そして
Javaをベースとした自社製の独自フレームワークで構築された200

を超える業務システムが複雑に入り組んでいたのです。この状況では
DXの推進が困難で、運用保守に忙殺される技術者のモチベーション
低下も大きな問題でした。そこで同社は競争優位性の源泉となる領域
において、アプリケーションのモダナイズを決断しました。
基幹刷新プロジェクトと共に始動したアプリケーションモダナイズの
取り組みでは、「セキュリティの向上」、「自動化（CI/CD）」、「モノリ
スからの脱却」、「常に新しい技術の採用」という4つの柱を掲げまし



Ready to get started?

お問い合わせはこちら 
価格 

無料で試してみる

※本内容は2025年11月当時の情報をもとに制作しております。

坂井 秀樹 氏
東レ 株式会社
デジタルソリューション部門
統合システム推進部長

「社内にGitLabの知見は全くありませ
んでしたが、ツールとしては白眉でし
た。知見不足は伴走してくれるパート
ナーさんの支援で乗り越えました」

た。開発サイクルの高速化とセキュリティ確保を両立する
DevSecOpsを実現するために、開発の初期段階からセキュ
リティチェックを組み込むシフトレフトのアプローチは不
可欠。それを実現するためにGitLabを開発プラットフォー
ムとし、セキュリティチェックとCI/CDサイクルを確立す
ることで、開発スピード、品質、セキュリティのすべてを
強化する体制を整えました。
GitLabと生成AIエディタ「Cursor」を組み合わせたAI駆
動開発にも挑戦しました。開発者はMarkdown形式のAPI

仕様書を作成し、Cursorに入力することでソースコードや
テストコードを自動生成します。導入当初は生成されるコー
ドの品質にばらつきがありましたが、プロンプトの内容や
アーキテクチャのルールを整備し、実装後にチェックするプロセスを導入することで、開発者間で均質なコー
ドが生成されるよう改善しました。
生成されたコードのレビューにはGitLab Duoを活用しています。AIをレビュアーとして指定することで、
冗長なコードの指摘やエラーハンドリングの不足などを自動で検出し、属人化の解消とレビュー工数の削減
を実現しています。
これらの取り組みにより、かつては手動で行っていた単体テストやデプロイ作業が自動化され、セキュリティ
テストもパイプラインの中で頻繁かつ定期的に実施できるようになりました。旧システムのクラウドリフト
は約1年半で完了し、2025年からは本格的なモダナイズフェーズへと移行しています。わずか3か月で試
行的なモダンアプリ開発を成功させるなど、着実に内製化への知見を蓄積しています。開発環境においても、
VDIやNexusサーバを導入してセキュアな構成を保ちつつ、開発者が最新技術に触れられる「ワクワクする」
環境づくりが進められています。
今後は、人材採用活動をさらに積極化するとともに、生成AIとGitLab Duoによる開発・運用工数の削減を
目指します。すでに脆弱性対応を自動化する仕組みの構築に着手。脆弱性診断結果を分析し、GitLab Duo

を中心として修正コードの提案からマージリクエストの作成までを自動化する構想です。レビュアーはAI

が提案した変更内容を確認して承認するだけというフローを確立し、人間がより創造的な業務に集中できる
環境を目指します。

https://about.gitlab.com/ja-jp/sales/?utm_medium=pdf&utm_source=blog&utm_campaign=20240628_japan_cap_x_x_ja_sourcenextcasestudy&utm_content=x_pdf_x

https://about.gitlab.com/ja-jp/pricing/?utm_medium=pdf&utm_source=blog&utm_campaign=20240628_japan_cap_x_x_ja_sourcenextcasestudy&utm_content=x_pdf_x

https://about.gitlab.com/ja-jp/free-trial/devsecops/?utm_medium=pdf&utm_source=blog&utm_campaign=20240628_japan_cap_x_x_ja_sourcenextcasestudy&utm_content=x_pdf_x

